
                                              ２０１４年５月１６日  第８８２号 

 

 

 

 

 

 

 

 組合加入続く！ 
―演習林班で６名，保育園班で２名など続々加入！―   

いま北大教職員組合では、新入職員を中心に組合員拡大に取り組んでいます。 

さきの４月１０日の昼休み、病院新入職員オリエンテーションの休憩時間を利用して、組合への

加入を訴えるとともに「くみあいグッズ(パンフレットや機関紙など)」を５０名以上の新入職員に

配布しました。また、４月１１日夕方には前日のオリエンテーション時に案内して開催した新歓企

画「考えよう、北大の職場環境と働き方」には、オリエンテーション終了後数時間を経ている状況

ながら２名の病院職員の参加があり、準備した執行委員会メンバーらを喜ばせました。 

その場ですぐ加入にはいたりませんでしたが、「まえの職場より組合費が安い」「組合の役割は大

切」などの意見も寄せられ、次につながる取り組みとなりました。 

また、組合の各部局班へ班書記長会議などを通して、組合員拡大のチャンスは、新入職員が就職

した今がチャンスと位置付け、積極的に加入を訴えようと呼びかけたところ、演習林班でさっそく

アタック、各演習林で新入職員にすすめたところ演習林全体で６名が加入しました。また、保育園

班でも２名が組合に加入しました。文学部班でも組合員の熱心なすすめで、准教授の方が１名加入

することになりました。 

このあとも、新入職員を対象に「全学新歓企画」（２ページ参照）の講演及び学習会を企画して

います。多くの新入職員の参加をよびかけるとともに、現組合員もこぞって参加して、組合員拡大

の大きなヤマとしたいものです。よろしくお願いいたします。がんばりましょう！ 
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きかんし  
北海道大学教職員組合機関紙 

電話 011-746-0967(FAX 共通)／内線 2083・3994 
HP : http://ha4.seikyou.ne.jp/home/kumiai/ 

☆演習林班より ～6名の新規加入者を迎えて～ 

新年度に入り、演習林班では 6名もの方が組合に新規に加入してくれました。

演習林班の組合員は『林業技能補佐員などの契約職員の雇用条件を正常化す

るためには、また今後の大学運営を地方軽視にさせないためには、組合員を

一人でも多く増やし、一致団結することが必要』という認識を強く持ってい

ます。現組合員が、新規に採用された人たちに、組合の重要性を丁寧に説明

し、熱心に誘ってくれた結果 6名もの新規加入者を迎えることができました。

新しい仲間たちとともに、労働条件の改善を目指して頑張ります。 



第８５回 メーデーに参加！ 
 ５月１日（木）は第８５回メーデーに参加してきました。五月晴れのメーデーといきたかったのですが、どん

よりとした曇り空で、集会終了後のデモ行進時には小雨が降りだしましたが、すぐに晴れて、心地よい気分の１

日となりました。会場は、中島公園のなかで開催され、４０団体５０００人の参加でした。例年とは異なりメー

ン舞台が真ん中に設置され、それを取り囲むというライヴのような形の集会となりました。集会開催まえには、

恒例の人文字「いいね、９条」がつくら

れ、上空からセスナで撮影されました。

大学関係の不当解雇事件関係の訴訟団も

含めて、数団体がメーン舞台に登場し、

「首切り不当！」と訴えました。北大関

係は、ここ数年の傾向を覆して現役組合

員がＯＢ組合員の参加を上まわりました

が、久々に集まる面々が、それぞれ再会

をよろこび、旧交を確かめていました。

今の政治情勢を反映し、安倍暴走政権を

批判する横断幕やプラカードが目立ち、

怒りが会場に満ちあふれていました。 

集会後、北大関係者も一緒にデモ行進を行い、デモ終了後には、南大通の居酒屋で北大の交流会が約３０名の

参加で開かれました。今年も、御年（おんとし）９７歳の小野寺先生（元組合役員）も顔をみせ、元気にあいさ

つされていました。会場では、先生の変わらぬ元気さに感嘆の声があがるとともに、現在の北大職組の発展を願

う声が、あちこちから聞かれました。組合としては、年に１度の恒例行事ともいえますが、組合員ＯＢからの励

ましをもらって、北大における組合運動の発展への誓いをたてる１日にもなっているようです。(M) 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
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医療現場の働き方の問題と対策を考える

講師 福地 保馬 さん  

（北海道大学名誉教授，働くもののいのちと健康をまもる全国センター理事長） 

５月２６日（月）１８：００～  

北海道大学病院会議室棟 2Ｆ ゼミナール室 2 

※無料、どなたでも自由に参加できます。まわりの教職員をさそいあって参加しましょう！ 

 



宮澤・レーン事件を風化させてはならない！ 

－実妹の秋間美枝子さん、兄の名誉回復を訴える－ 

去る５月６日、北大の学術交流会館で北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会主

催で「秘密保護法廃棄と宮澤弘幸の名誉回復を求める市民の集い」が開かれ、２５０名が参加して

会場は立見のでるほどの盛況でした。集会では、冒頭本冤罪事件の真相を伝えるビデオ上映後、実

妹の秋間美枝子さんが米国コロラド州からかけつけ、「スパイ家族の苦しみと怒り」を語り、兄の名

誉回復を訴えました。昨年１２月に特定秘密保護法が採決強行され、７３年前の冤罪を生んだ軍機

保護法と酷似する法律が歩きだそうとしています。悪夢再来を許さない運動を広めなければなりま

せん。 

学問の自由を否定し、 

大学を権力者に従属させる 

重大法案です！ 
--学校教育法及び国立大学法人法の「改正」問題-- 

 2014 年 4 月 25 日、政府は、「大学のガバナンス改革」を行うと称して、学校教育法及び国立大学法人法の一部

を改正する法律案（以下、「法案」と略す）を閣議決定、衆議院に提出しました。法案は、現在「重要事項」を

審議する機関とされている教授会の役割を、学生の入学・在籍・課程・修了の認定、および学位授与、その他学

長が認めた事項についてのみ「意見を述べることができる」ものに変えようとしています。 

 「改正」が行われれば、カリキュラム編成、教育研究組織のあり方、そして、教員の採用・昇任の選考に関す

る審議を教授会が行うことは、学長から委任された場合にのみ認められることになります。つまり、学長はいつ

でも、カリキュラム編成や教育研究組織の改廃を自身の権限により
、、、、、、、、

行うことができるようになるのです。法案は

同時に、選考会議が定める「基準」により、学長選考を行うことを求めています。現在行われている教職員の意

向投票の結果よりも、「基準」が優先されるようになり、意向投票は必要ないものと見なされていくおそれがあ

ります。学長が強大な権限を手にする一方で、その選考過程を教職員がチェックすることはできなくなってしま

うおそれがあります。「改正」の先には何が待っているのでしょうか。国立大学法人制度の下では、学長は、中

期目標期間の実績を評価され、文部科学大臣から組織・業務の改廃等の命令を受ける「法人の長」を兼ねていま

す。学長の権限を拡大することにより、大臣の権限が末端の大学組織の改廃に直結する体制ができあがることに

なります。その結果、政府と経済界の求める人材養成やイノベーション創出に直結する大学づくりを推進してい

くことが容易になるに違いありません。 

 このような体制は、大学を権力者に従属させることにほかなりません。大学が独立を失えば、「実用的でない」

と見なされた学問は即座に切り捨てられる危険があります。このことは、社会における価値観の多様性を失わせ、

人間精神の自由を脅かす重大な問題です。早ければ 5月下旬にもはじまる国会審議を徹底的に監視・批判し、法

案を廃案に追い込むために、現在、ウェブ上での署名活動、全大教・公大連・私大教連の共同によるアピールの

表明と議員要請などがとりくまれています。北大教職員組合執行委員会も、緊急声明を発表しました。 

                                        （光本書記長） 
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北大職組声明発表！ 

 



職場から 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○ 

○ くみあい関連日程 ○           

・2014年５月３０日（金） 

 北大アイヌ遺骨返還裁判（第９回） 

 10:00～   札幌地裁  

・2014年５月３１日(土)・６月１日(日) 

 全大教北海道単組代表者会議 

・2014年６月８日（日） 

 いのち健康をまもる全国センター 

「労働安全学校」 

・2014年６月２０日（金）   

専修短大前学長諭旨解雇事件裁判（第５回） 

10:30～ 札幌地裁岩見沢支部    

・2014年７月１２日（土）・１３日（日） 

全大教定期大会 東京 

・2014年７月２６日(土) 

北海道大学教職員組合定期大会 

13:00～ 場所未定 
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独房の半世紀 ＿＿＿＿ 

あなたはその時間を想像できますか？ 

 

名張毒ぶどう酒事件 死刑囚の生涯 

何度裏切られても、彼は信じ続ける。 

裁判所が事実と良心に従って、無実を認めてくれると。 

出演： 仲代 達矢  樹木 希林 天野 鎮雄 ほか 

脚本・監督： 齊藤 潤一 

※下記日程で上映 

日時：６月１日(日)～６月８日（日） 毎日上映 

場所：札幌プラザ 2・5(旧東宝プラザ) 中央区狸小路５丁目 

  連絡先 011-747-7907 日本国民救援会北海道本部 

 

現在、理学部班の書記長をしている佐々木です。職場委員は、前田さん、森さんの 3 人態勢で

す。3人ともこの春退職して 4月から再雇用となり、なにやら日本の人口構成を象徴するような

組み合わせです。この 3 人に委員長の羽部さんを加えて毎週職場委員会を開き、情報収集を行

い活動方針を決めています。 

 理学部班は、10 年程前は構成員が 30 名を超える大所帯でしたが、自然減で現在は 15 名にな

ってしまいました。北大職組全体でも組合員拡大が大きなテーマとなっていますが、理学部班

も切実に構成員拡大の必要性を実感しています。新しく理学部に来た人にともかく当ってみる

という極当たり前の方法に対して、ネックになっていると私たちが強く感じているのが、高い

組合費です。過去に、一度構成員となった人がこの理由で辞めた経緯があります。そのひとの

意見も踏まえ、学会費(ツーコイン)程度なら加入する方も抵抗がないのではないかと思ってい

ます。各種上納金等で北大職組の台所事情の苦しいのも分かりますが、「全大教が残って北大職

組が消える」という事態は絶対に避けなければなりません。皆さん、いいアイディアを絞り出

しましょう。                     （理学部班 佐々木直樹） 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学部班  佐々木 直樹  

組合員増やすためにアイデアを！ 


